




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１〃１０４５２３８１ 〃１３１７６２８ 1２．６０ 
－
１１．９７ Je232655823 JＥ２７８４５８０７ 
この約２８００万の準備のうち，どんなに少なく見積もっても，２５００万はイ
ングランド銀行に預金されており，せいぜい300万が現金で１５の銀行自身の
金庫のなかにある。ところが，イングランド銀行の銀行部の現金準備は，同
じ１８９２年１１月には１６００万に達したことは一度もなかったのである１－
Ｆ・ＥＪ
上の表の数字は1894年版でのものである。ＭＥＷでは，「百分比」の数字の
うちロイズのそれが「1122」に，ロンドン・エンド・サウス・ウェスタンの
それが「14.58」に，パーズ・エンド・ジ・アライアンスのそれが「11.98」
に，それぞれ修正されている。これは，「負債」および「現金準備」の数字に
もとづいてなされたものではないかと思われるが，かりにそうだとすると，ロ
イズの場合はもとの1894年版の数字の「11.21」のほうが正しいうえ，さら
に，プレスコット・エンド・カンパニーの「13.07」は「13.33」に，ウイリア
ムズ・デイーコン・エンド・マンチェスターの「12.60」は「12.61」に，それ
ぞれ修正されるべきところであった。1894年版での「負債」と「現金準備」
との原数字そのものが正しかったかどうか，ということを含めて，このような
ちぐはぐが生じた原因を筆者はまだつきとめえていない。
９）「同行では，この準備ファンドがこれまた「二重化」される｡」→「この準備
ファンドもまた二重の存在をもっている｡」
10）「「」および「」」－削除。
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について４９
１１）「〔のうちの〕」－－草稿のこの部分には，エンゲルス版でのように，次の
〔der〕の補足が必要であろう。－dUeberschuB〔der〕Noten，ｄｉｅｄ・
Bankberechtigtistauszugeben，UberdinCirculationbefindlichen 
Noten 
l2）〔手稿異文〕ここに，「同行は〔……〕〔発〕行する〔DieBankgiebt〕」と
書いたのち，消している。
13）挿入一「発行可能な」
14）〔手稿異文〕「最高限度」←「発［行高]」
15）〔手稿異文〕「1400」←「1200」
16）「地金準備」→「金属準備」
17）「イコール同行に対する国家の債務である」‐÷「これは同行にたいする国家
の債務金額にほぼ等しい」
18）草稿で(」ｂここに，不要の「銀行券＝」という記載がある。
19）「地金保有高〔Bullionvorrath〕」→「貴金属保有額〔BetragdesEdeL
metallvorrats〕」
20）「たとえば」－削除。
21）〔手稿異文〕「2800」←「2600」
22）挿入一「ことができる」
23）〔手稿異文〕「2200」←「2000」〔ＭＥＧＡでは，異文目録にこのような異文
を記載し，テキストでは「2200」としている。しかしここは，エンゲルス版で
のように「2000」とあるべきところである｡〕
24）〔手稿異文〕「800」←「600」
25）挿入一「この場合,」
26）〔手稿異文〕「800」←「600」
27）「銀行業資本〔bankingCapital〕」→「銀行業者資本〔Bankierkapital〕」
28）「「」および「」」－削除。
29）「地金の流出」－－「金流出」
30）「金保有高」→「金属保有高」
31）「たとえば」－削除。
32）〔手稿異文〕「600」←「400」
33）「（」→「－」
34）「）」－－「－」
35）〔手稿異文〕「800」←「600」
36）〔手稿異文〕ここに，「一方では」と書いたのち，それを消し，さらに「もち
ろん地金輸出者たちは自分の銀行業者のもとにある預金にあてて〔……〕振出
5０ 
す」と書いて，これも消している。
37）「（」および「）」－削除。
38）挿入一「ロンドンの」
39）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記しない
で，彼による次の脚注がつけられている（1894年のエンゲルス版では，エン
ゲルスによるものであることがわからなかった)。－「1844年の銀行法の停
止は，イングランド銀行が自己の手中にある金蓄蔵貨幣による保証を顧慮しな
いで任意の額の銀行券を発行することを許すものである。つまり任意の額の紙
製の架空貨幣資本を創造し，これで諸銀行や手形仲買人に前貸をし，またこれ
らの手を経て商業に前貸をすることを許すのである｡」なお，現行版では，｛）
で囲むことによって挿入であることが示されているが，末尾に「Ｆ､Ｅ・」と記
されていない。
40）「引き揚げる〔zurUckziehn〕」→「取り立てる〔einfordern〕」
41）〔手稿異文〕「1847年」←「1848年」
42）「地金部」→「発券部」
43）〔手稿異文〕「1847年には」←「当時は」
44）「このこと〔diess〕」－これは，発券部にある地金が流通銀行券の党換性
の保証となっている，ということであろう。
45）〔手稿異文〕マルクスはこの〔339〕ページの末尾にあとから「この点につい
ての続きは,２ページあとの二以下のところを見よ｡」という指示を記した。
実際に340aページにＳというしるしがあるので，そこの本文をここにもって
きておく。〔草稿の３４０ページの次のページにはページづけがない。ＭＥＧＡ
では［340a］というページをつけている｡〕
/[340a]下/ｎ＄預金および準備ファンドについて－ビル・ブロー
カー。２)「とはいえ,3)銀行業者自身が直接に必要としない｛預金の｝大き
な部分がピル゛ブローカー｡)の手に渡り，彼らは見返りとして銀行業者
に，銀行業者による前貸額にたいする担保として，自分たちがすでにロン
ドンやこの国のさまざまの部分5)の人々のために割引した商業手形を与え
る。ビル・ブローカーは銀行業者にたいしてこの当座借り〔moneyat
Call〕6)の支払7)の義務を負っている。そしてこのような取引が大きな金額
になっていることは，イングランド銀行8)の現総裁ニーヴ氏が，その証言
のなかで次のように言っているほどである。「私どもは，あるブローカー
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について５１
が500万もっていたことを知っておりますし，また，もう１人は800万か
ら１０００万をもっていたと推定する根拠をもっています。ある１人は４００
万，もう１人は350万，第３の１人は800万以上をもっていました。私が
言っているのは，ブローカーに預託された預金のことです｡｣」（｢1844年
……の銀行法の効果を調査するために任命された下院特別委員会からの
報告｣，1857-58年｡9)〔別付Ｖページ，第８項｡〕）（1858年印刷｡)１０)１１）
｢《①(ロンドンの)》ビル・ブローカーたちは……②少しも現金準備なしで
巨額の取引を行なった。彼らは，支払期日がくる自分の手形が減少するこ
と'2)をあてにしていたか，あるいは窮地に陥ったときには，保有割引手
形を担保にして'3)イングランド銀行から前貸を受けるという自分の力を
あてにしていたのである｡」（同上M)。〔別付Ｖ、ページ，第１７項｡〕）「ロ
ンドンにある二つのビル・ブローカー商会は1847年に支払を停止した。
その後両方とも取引を再開した。両商会は1857年にもふたたび停止した。
一つの商会の負債は1847年には概数で2,683,000ポンド・スターリング
で，そのときの資本は１８０，０００ポンド・スターリングだった。１８５７年に
はその負債は5,300,000ポンド・スターリングだったが，資本のほうは
……おそらく1847年当時の額の４分の１よりも多くはなかった。もう一
つの商会の負債は，どちらの停止期にも１５)３００万から４００万で，資本は
45,000ポンド・スターリングを超えていなかった｡」（同前報告，〔別付
ＸＸＩページ，〕第５２項｡)16Ｖ
①〔注解〕「(ロンドン)」－マルクスによる挿入。
②〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
1）前パラグラフの注４５に記載されているマルクスの指示にしたがって，草稿
の［340a]ページの該当部分をここにもってきた。エンゲルス版でも同じ処理
が行なわれている。
2）「歪預金および準備ファンドについて－１二ZL-2-ﾌﾞﾛｰｶｰ｡」－削除。
3）「とはいえ，」－削除。
4）挿入一「」（文字どおりには手形仲買人，事実上は半ば銀行業者）「」
5２ 
5）「この国のさまざまの部分」→「地方」
6）挿入一「」｛請求により即時返済されうる貨幣）「」
7）「支払」→「返済」
8）マルクスが引用している原文ではtheＢａｎｋ（草稿ではＢｋ）であって，こ
れがイングランド銀行を指すことは明らかであるが，エンゲルス版では，その
ドイツ語訳のｄｉｅＢａｎｋのあとにvonEnglandという語を補足して，そのこ
とをさらに明確にしている。
9）「『1844年……の銀行法の効果を調査するために任命された下院特別委員会
からの報告』，1857/５８年｡」→「『銀行法委員会報告』，1857/５８年，別付Ｖ
ページ，第８項｡」
10）「(1858年印刷｡)」－削除。
11）エンゲルス版では，ここで改行されている。
12）「支払期日がくる自分の手形が減少すること〔therunoffoftheirbills
fallingdue〕」－エンゲルス版のドイツ語訳では，Eingiingevonihren
nachundnachverfallendenWechseln（次々に満期になっていく手持ちの
手形からの入金）となっている。
13）「保有割引手形を担保にして〔onthesecurityofbillsunderdisCount〕」
－「彼らが割引した手形を預託して〔gegenDepotdervonihnendiskon-
tiertenWechsel〕」
14）挿入一「，別付Ｖ111ページ，第17項」
15）「どちらの停止期にも」→「どちらの場合にも」
16）〔手稿異文〕ここに「+００」と書いたのち，消している。
～－－ 
（1995年５月８，日）
正誤表
｢｢利子と企業者利得」の草稿について」（本誌第57巻第１号，1989年）
５７ページ下から３行目「誤語」→「訳語」
｢｢貨幣資本の蓄積」の草稿について」（本誌第57巻第４号，1990年）
139ページ上から９行目「『資本論』」→「｢『資本論』」
１７３ページ上から８行目「にたいるす」→「にたいする」
｢｢流通手段と資本」の草稿について」（本誌第６１巻第３号，1994年）（筆者の不注
意から，原稿での次の誤記をそのまま残してしまった。訂正をお願いする｡）
２１２ページ上から７行目「の区別はそして」→「の区別は，そして」
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について５３
８行目注番号「ｲ)」を削除する。
９行目注番号「5)」を「4)」に変更し，「6)」を削除する。
「〔）〕」→「のであるが」
２１２ページ上から２，７，８（2箇所)，１６，１８，１９，２２行目
「1994年版」→「1894年版」
215ページ下から８行目注４を削除する。
７行目注番号「5)」を「4)」に変更する。
２行目「流通手段」→「流通手段とのあいだの諸区別」
216ページ上から２行目注６を削除する。
｢『資本論』第３部第１稿のＭＥＧＡ版について」（本誌第62巻第２号，1994年）
257ページ上から１１行目「〔異文目録」→「異文目録〔」
１２行目「〔訂正目録」→「訂正目録〔」
「〔注解」→「注解〔」
267ページ下から９行目「第４章」→「第５章」
１０行目「第５章」→「第６章」
１１行目「第６章」→「第７章」
268ページ下から１４行目「第５に」→「第６に」
